
三
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

廣
江

明

変
更
後

高
橋

正

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
一
月
十
五
日

国
会
事
項

平成™™年œ月™œ日 火曜日 第œš˜Ÿ号官 報

〇
環
境
省
告
示
第
三
十
六
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項

の
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
に
係
る
認
定
の
申
請
が

あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

イ

氏
名
又
は
名
称

光
和
精
鉱
株
式
会
社

ロ

住
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
十
六
番
十

三
号

ハ

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

小
寺
八
郎

二

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
設
置
の
場
所

福
岡
県
北
九
州
市
戸
畑
区
大
字
中
原
字
先
ノ
浜
四
十

六
番
九
十
三

三

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
種
類

廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
汚
染
物
又
は
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
の
焼
却

施
設

四

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
に
お
い
て
処
理
す

る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

イ

廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
（
電
気
機
器
又
は
Ｏ

Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
を
絶
縁
材
料

と
し
て
使
用
し
た
電
気
機
器
又
は
Ｏ
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
を

除
く
。）に
使
用
さ
れ
た
絶
縁
油
で
あ
っ
て
、
微
量
の

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の

（
以
下「
微
量
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
絶
縁
油
」

と
い
う
。）が
廃
棄
物
と
な
っ
た
も
の
に
限
る
。）

ロ

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
（
微
量
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
絶
縁
油
が
塗
布
さ
れ
、染
み
込
み
、

付
着
し
、
又
は
封
入
さ
れ
た
も
の
が
廃
棄
物
と
な
っ

た
も
の
に
限
る
。）

五

申
請
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日

六

縦
覧
場
所

環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
産

業
廃
棄
物
課
並
び
に
九
州
地
方
環
境
事
務
所
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
及
び
福
岡
事
務
所
、
福
岡
県
環
境

部
廃
棄
物
対
策
課
並
び
に
北
九
州
市
環
境
局
環
境
監
視

部
産
業
廃
棄
物
対
策
室
及
び
戸
畑
区
役
所
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
広
報
広
聴
係

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
十
四
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
六
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
録
試

験
機
関
か
ら
役
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
六
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣

９

二

登
録
試
験
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
東
京
建
築
検
査
機
構

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

五
月
二
十
一
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布

を
奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う

事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

議
案
提
出

五
月
二
十
一
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

国
産
の
農
林
水
産
物
の
消
費
を
拡
大
す
る
地
産
地
消
等

の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
（
山
本
拓
外
四
名
提
出
）

議
案
受
領

五
月
二
十
一
日
参
議
院
か
ら
受
領
し
た
同
院
提
出
案
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す
る
特
別
措
置
法

案
議
案
通
知
書
受
領

五
月
二
十
一
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の

内
閣
提
出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う

事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

質
問
書
提
出

五
月
二
十
一
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

鳩
山
由
紀
夫
政
権
に
お
け
る
外
務
省
在
勤
基
本
手
当
に

係
る
改
革
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書（
鈴
木
宗
男
提
出
）

鳩
山
由
紀
夫
政
権
に
お
け
る
外
務
省
在
外
職
員
の
住
居

手
当
に
係
る
改
革
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
鈴
木
宗

男
提
出
）

成
年
後
見
制
度
に
基
づ
く
首
長
申
し
立
て
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
木
村
太
郎
提
出
）

学
校
給
食
の
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
橘
慶
一
郎

提
出
）

有
害
生
物
・
野
生
鳥
獣
被
害
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
江
渡
聡
徳
提
出
）

答
弁
書
受
領

五
月
二
十
一
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
に
お
け

る
外
務
省
在
外
職
員
の
子
女
教
育
手
当
に
係
る
改
革
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
服
部
良
一
提
出
空
母
艦
載
機
部
隊
の
岩
国

移
駐
な
ら
び
に
愛
宕
山
開
発
跡
地
の
買
い
取
り
計
画
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
認
定
こ
ど
も
園
の
現
状
及

び
そ
の
充
実
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
に
お
け

る
外
務
省
在
外
職
員
の
健
康
管
理
休
暇
制
度
に
係
る
改

革
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
服
部
良
一
提
出
砂
川
市
政
教
分
離
訴
訟
違

憲
判
決
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
幼
保
一
元
化
及
び
民
間
保

育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
に
お
け

る
外
務
省
在
外
公
館
派
遣
員
制
度
に
係
る
改
革
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
「
高
齢
運
転
者
等
専
用
駐

車
区
間
制
度
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
提
出
米
軍
普
天
間
飛
行
場
及
び

嘉
手
納
飛
行
場
の
運
用
時
間
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

通
知
書
受
領

五
月
二
十
一
日
内
閣
か
ら
衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
提
出

在
沖
米
海
兵
隊
の
「
抑
止
力
」に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、

質
問
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
日

時
を
要
す
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
ま
で

に
答
弁
す
る
旨
の
国
会
法
第
七
十
五
条
第
二
項
後
段
の
規

定
に
よ
る
通
知
書
を
受
領
し
た
。

報
告
書
及
び
文
書
受
領

五
月
二
十
一
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
及
び
文
書
を
受

領
し
た
。

水
産
基
本
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
「
平
成

二
十
一
年
度
水
産
の
動
向
」
に
関
す
る
報
告

水
産
基
本
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
「
平
成

二
十
二
年
度
水
産
施
策
」
に
つ
い
て
の
文
書

参

議

院

議
案
提
出

五
月
二
十
一
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
基
本
法
案
（
浜
四
津
敏
子
外
四

名
発
議
）（
参
第
一
〇
号
）

議
案
付
託

五
月
二
十
一
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提

出
案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
一
号
）

経
済
産
業
委
員
会
に
付
託

八
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

三
泊
二
股
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

北
海
道
留
萌
市
三
泊
町

四
三
番
一

一
号

二
五
六
一
番

二
号

二
五
四
七
番

三
号
か
ら
六
号
ま
で

二
五
〇
五
番

七
号

二
五
四
八
番

八
号

二
四
七
四
番

九
号

九
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

羅
臼
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
三
号
と
四
号
を
昭
和

三
十
九
年
建
設
省
告
示
第
三
百
二
十
六
号
で
指
定
し

た
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
標
柱
四
号

と
五
号
を
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
五
号
を
結
ん

だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

北
海
道
目
梨
郡
羅
臼
町
湯
ノ
沢
町

六
番
二
八
地
先
二
〇
一
五
番

四
号

六
番
一
一
地
先
二
〇
一
五
番

五
号

国
有
林
二
二
九
林
班
い
小
班
地
先
二
〇
一
五
番

一
号
か

ら
三
号

ま
で
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